
 

 

７ 芸術（美術） 

学校番号 １０８ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 
美術Ⅲ 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科

書 
「高校生の美術３」 （日本文教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・様々な「絵画・彫刻」「デザイン」「映像メディア表現」など、多種多様な作品を知り、自身

の表現を深めていきます。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、

創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこ

とや考えたこと、目

的や機能、美しさな

どから主題を生成

し、創造的な表現の

構想を練っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表

現の工夫や美術文

化などを理解し、そ

のよさや美しさを

創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

制作の様子 

 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

 

 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

よ
く 

「み
る
」 

 

手の写生 

 

 「パステル」で描写 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:一番身近な「自分の手」をしっかり

観察し、発見する。 

b:対象を凝視し、形だけでなく質感や

存在感もつかむ。 

c:パステル独特の、ぼかし等のタッチ

での描写を工夫する。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

 
 

 
 

 

写
生 

校内写生 

 

 「鉛筆」で描写。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:自分たちの慣れ親しんだ学舎への

想いを込め、制作する。 

b:形だけでなく、想い・雰囲気をつか

まえる。 

c:透視図法・遠近法などに留意して、

空間を描出する。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン 

シルクスクリーン版画 

 

オリジナルのカバンやＴ

シャツを制作する。 

○ ○ ○  

a:オリジナルグッズを作る気持ちで、

自分の欲しい、他人が欲しくなるよう

な魅力的な作品になるよう制作にと

りかかる。  

b:どのようなデザインなら失敗せずに

完成させることができるのか考える。 

c:元版を作る際、スムーズに印刷でき

るよう考える。印刷する媒体に対して

の色の置き方も考える。 

 

アイディアス

ケッチ 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 



 

 

食
品
サ
ン
プ
ル
制
作 

リアリティのある食品サン

プル 

 

石膏粘土（アーチスタフ

ォルモ）を用いてリアリテ

ィのある食品サンプルを

制作する。 

○ ○ ○ ○ 

a,モチーフをしっかり観察し、どの部

分にこだわることでリアリティが出

るのか考えながら制作する:。 

b:実物のモチーフをよく観察し、形や

色合いにこだわり工夫する。 

c:根気よく一つのモチーフと向き合い

作品のクオリティを高める。 

ｄ,完成した作品を日常風景に配置し、

写真におさめることで本物らしさを

感じ取る。 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

後
期 

２
学
期 

 

絵
本
制
作 

絵本 

 

出されたテーマに沿った 

絵本１冊を制作し、製本

作業まで行う。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:今までの美術活動の集大成として

の制作をする。 

b:自分は何が好きか、どんな表現が好

きか、をしっかり考察する。 

c:各々が自分に必要な材料・道具・技

法を考え、制作を工夫する。 

d:世界の表現者たちはどんなことを

しているのか、「美術」とは何か、

を想いながら鑑賞し、自身の表現を

探求する。 

ワークシート 

 

制作の様子 

 

作品 

 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

 


